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「⾒積 CRAFT 2014」シリーズ  

「⾒積 CRAFT 2014」シリーズ機能アップガイド 

 
※本機能アップガイドの内容につきましては、2013 年 12 ⽉時点での対応予定項⽬です。 

下記記載の画⾯レイアウトや機能はリリース時に変更となることもございますので、 
あらかじめご了承ください。 

 
Ⅰ．機能アップ項⽬ 
１．⾒積書作成機能 

（１）材料費・労務費横並び形式の⾒積書 
材料費・労務費横並び形式の⾒積書を作成できます。 
※ 但し、作成途中の形式の変更は⾏えません。 
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（２）⾃動発⽣項⽬ 
① ⾃動発⽣費⽤ 

国⼟交通省仕様の共通費（共通仮設費、現場経費、⼀般管理費）以外の費⽤項⽬を 
7 項⽬ → 30 項⽬ 

に追加しました。 
          

② ⾃動発⽣⼯事 
⾃動発⽣⼯事を 

20 項⽬ → 40 項⽬ 
に追加しました。 

 
③ ⾃動発⽣部材 

基準⼯事費を対象とした⾃動発⽣部材（対象部材の数量を基準⾦額に掛けて⾦額算出）を発⽣
させることができます。 
※基準⼯事費を対象とした場合、複合単価⾒積書に変換した際、代価表内には計上されず、⼀ 

式⾦額として発⽣します。  - 複合単価⾒積は「⾒積 CRAFT2014 Light」では別売オプションです。 - 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）「追加」ウィンドウ 
「追加」ウィンドウの３領域（部材アイコン、部材種別グループ、部材）の⼤きさを保持します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⼤きさを保持します。 
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（４）⾒積書の編集 

① １⾏とおしのコメント⾏の挿⼊ 
帳票に出⼒する際、表中の縦罫線の区切りのない、１⾏とおしのコメント⾏の挿⼊が⾏えます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② １⾏強調出⼒設定 
帳票に出⼒する際、表中に強調出⼒（背景⾊付、⽂字⾊付、飾り⽂字）する設定が⾏えます。 
なお、強調出⼒時の背景⾊、⽂字⾊、飾り⽂字の設定は「帳票設定」ダイアログで変更できま
す。 
※強調出⼒設定は１⾏単位での設定です。 
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③ ⾃動発⽣項⽬のみのソート 

⾃動発⽣項⽬のみのソートが⾏えます。 
※ソートの設定で通常ソート／⾃動発⽣項⽬のみソートのどちらかを選択します。 

 
④ 部材メンテナンスの並び順のソート 

部材種別グループコード・部材グループコードでソートする際、コード順ではなく部材メンテ
ナンスの並びでソートが⾏えます。 
※ソートの設定でコード順／並びのどちらかを選択します。 

 
⑤ 付箋機能 

⾒積書作成中、後でチェックを⾏いたい項⽬に対して付箋を貼り、チェック項⽬を書き込めま
す。 
また、設定により⾒積書を閉じる際に貼り付けた付箋が残っていないか確認することができま
す。 

 
⑥ 提出単価・⼯数“0”チェック 

 “0”チェックの有効／無効の状態を保持します。 
また、提出単価、⼯数のチェックを同時に⾏うこともできます。 

 
⑦ 提出数量“0”チェック 

提出数量の“0”チェックが⾏えます。 
 

⑧ ⼀時削除の際の数値表⽰ 
⼀時削除を⾏った場合、⼀時削前の数値をそのまま表⽰し、チェックが⾏えます。 
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（５）印刷 

① 「印刷」ダイアログから帳票設定 
印刷直前の「印刷」ダイアログから「帳票設定」ダイアログを開くことができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（６）帳票設定 

① 出⼒する⾃社情報の設定 
会社情報設定で⾃社情報を複数登録し、実際に出⼒する⾃社情報を「帳票設定」ダイアログで
選択することができます。 
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② 提出先敬称の設定 

テンプレートに専⽤リンク⽂字列を配置しておくと、「帳票設定」ダイアログで設定した提出
先敬称を出⼒できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 

③ 表中の⾦額欄に印字される積算種別の配置⽅法設定（明細書） 
表中の⾦額欄に印字される積算種別（ “別途”、 “撤去”など）の配置⽅法（左寄せ、右寄せ、
センタリング、均等割り、⾦額の配置⽅法に合わせる）を選択できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④ 表中の数量欄に印字される整数値の印字⽅法設定（明細書） 
表中の数量欄に印字される整数値の印字⽅法（整数のまま印字／⼩数点付きで桁を合わせて印
字）を選択できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



「⾒積 CRAFT 2014」シリーズ機能アップガイド 

7 

 
⑤ ⾒積書・請求書の表中に施⼯場所、施⼯⽅法を出⼒（明細書） 

⾒積書・請求書の出⼒タイトル設定に施⼯場所、施⼯⽅法、⽤途、接続⼯法を追加し、出⼒を
可能とします。 
※集計出⼒を⾏った際、タイトルを出⼒設定にしている場合は、空⽩で出⼒します。 

 
⑥ 全階層出⼒時の⾦額出⼒設定 

内訳の印刷タイプで全階層を選択している場合、⾦額欄の数値の出⼒⽅法（全階層に出⼒／最
下層のみ出⼒）を設定できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（７）帳票 

① ⽤紙の向き（横・縦）の⾃動判断 
選択しているテンプレートの向き（横・縦）を⾃動判断し、出⼒を⾏います。 

 

【最下層のみ出⼒】

【全階層出⼒】 
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② 消費税有無の注釈 

テンプレートに専⽤リンク⽂字列を配置しておくと、消費税の有無を⾃動判断し、該当の注釈
⽂字列の出⼒を⾏います。 

 
③ 表中の品名・形状・⼨法欄の改⾏ 

品名、形状・⼨法欄で⽂字列が⻑い場合、⾃動で改⾏を⾏って印字します。 
※改⾏は１⾏のみです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（８）Excel 出⼒ 
選択しているテンプレートの⽤紙の向き（横、縦）合わせて、Excel 出⼒を⾏います。 
※Excel 出⼒のフォーマットは固定です。 

フォーマットの変更はカスタマイズサービスで、別途有償にて承ります。 
 

（９）その他 
① 操作性の向上 

⾒積書作成中、「⾒積書」ウィンドウがアクティブになっていないことにより、各種メニュー
の選択が⾏えない場合がありましたが、「⾒積書」ウィンドウがアクティブでない場合もスム
ーズに操作が⾏えるよう、操作性を向上します。 

 
② 消費税率のチェック 

既存の⾒積書ファイルを開く際、現在の消費税率と⾒積書ファイルの消費税率をチェックし、
異なっている場合、確認メッセージを表⽰します。 
※ 設定によりチェック機能を無効とすることができます。 

 
③ 「電線管・電線 ⼊⼒」ダイアログ 
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光ケーブルを「電線管・電線 ⼊⼒」ダイアログの対象として追加します。 
④ セル表⽰設定 

⾒積書作成中、編集メニュー［セルの表⽰設定］を選択可能とします。 
 

⑤ 「⾒積書情報」ダイアログの表⽰状態保持 
「⾒積書情報」ダイアログの“⾒積条件“タブ、”物件情報“タブの表⽰状態を保持します。 

 

２．最低制限価格・低⼊札価格調査シミュレーション 

（１）出⼒ 
「最低制限価格・低⼊札価格調査」ダイアログの内容を出⼒します。 
※フォーマットは固定です。 

 

３．複合単価⾒積書  - この機能は「⾒積 CRAFT2014 Light」では別売オプションです。 - 

（１）複合単価⾒積書・複合単価請求書 
出⼒時の集計設定が⾏えます。 

 

４．CADEWA 連動  - この機能は「⾒積 CRAFT2014 Light」では別売オプションです。 - 

（１）ダクトの継⼿類の連動 
連動時の設定で、ダクトの継⼿類を読み込むことができます。 

 

５．部材マスタ 

（１）規格 
部材の名称を判断する項⽬として、品名、形状・⼨法の２項⽬を⽤意しておりますが、もう１項⽬
“規格”を追加します。 

 
（２）メーカー 

メーカーの設定を追加します。 
 

（３）部材グループの並べ替え 
部材グループの並べ替えがスムーズに⾏えます。 
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６．各種設定 

（１）丸め設定 
桁丸め⽅式の設定に 10,000 円丸めの設定を追加します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）会社情報の設定 
① ⾃社情報の複数設定 

⾃社情報を複数パターン設定します。 
 
② 得意先・発注業者・従業員の登録情報を CSV 出⼒ 

登録した得意先・発注業者・従業員の情報を CSV 形式ファイルに出⼒します。 
 

（３）環境設定 
① ファイルの名前 

新規で⾒積書を作成した際のファイル名の初期値を、物件情報の設定項⽬（⾒積番号、⾒積番
号枝番、物件名称１等）を組み合わせて設定できます。 
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② ファイルの場所 
⾒積書ファイル・テンプレートファイルを開く際のファイルの場所、⾒積書ファイル・Excel
ファイル・CSV ファイルを保存する際のファイルの場所を設定します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７．その他 

（１）レスポンスアップ 
全般動作の処理速度アップを⾏います。 

 
（２）設定の初期化 

管理ツールを使⽤して、各種マスタ・各種設定・テンプレートファイルを簡単に初期化できます。 
また、運⽤中の各種マスタ・各種設定・テンプレートファイルをバックアップ（退避）しておけば、
バックアップ時点の設定に戻すこともできます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）旧シリーズからの動作環境コンバート 
① ⼀括コンバート 

「⾒積 CRAFT2014」シリーズをインストールした際、同じパソコンに旧シリーズ（バージョ
ンアップ対象商品）がインストールされている場合、「⾒積 CRAFT2014 旧シリーズ動作環境
⼀括コンバート」ダイアログを表⽰し、各種マスタ、設定、テンプレートファイル、⾒積書フ
ァイルの⼀括コンバートを促します。 
なお、インストール後、「⾒積 CRAFT2014 旧シリーズ動作環境⼀括コンバート」ダイアログ
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を別途起動し、コンバートすることもできます。 
※ グレードアップ対象商品（⾒積 CRAFT-Light  V4、V5、V6・⾒積 CRAFT-Pro V2、V3）
からのコンバートは⼀括では⾏えません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 部材グループを指定して部材マスタのコンバート 
旧シリーズ（バージョンアップ対象商品）からの部材マスタのコンバートの際、部材グループ
を指定してコンバートすることができます。 
※ グレードアップ対象商品（⾒積 CRAFT-Light  V4、V5、V6・⾒積 CRAFT-Pro V2、V3）
からのコンバートは部材グループの指定は⾏えません。 
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Ⅱ．対応ＯＳ 
「⾒積 CRAFT 2014」シリーズでは以下のＯＳに対応予定です。 

■ Windows 8(32Bit/64Bit) 
■ Windows 7 SP1(32Bit/64Bit) 
■ Windows Vista SP2 (32Bit/64Bit) 
■ Windows XP SP3 

上記以外の OS に「⾒積 CRAFT 2014」シリーズはインストールできません。 
 
 
Ⅲ．動作環境 

「⾒積 CRAFT 2014」シリーズを実⾏するのに必要な動作環境は以下の通りです。 
■ CPU  ： Core2Duo シリーズ同等品以上 
■ メモリ  ： 2.0GB 以上 
■ HDD   ： 1.2GB 以上 
■ USB ポート ： 必須(ハードプロテクト⽤) 
 
 
 


